
金
滞
官
蹴
志
巻
九

立
て
た
れ
E
・
世
人
は
今
も
大
普
家
中
と
呼
ぺ
り
。
延
貸
金
滞
国
民
、

前
口
四
十
間
四
尺
五
寸
、
東
側
七
十
四
間
三
尺
五
寸
‘
西
側
百
八
間

三
尺
五
寸
と
あ
り
。
大
普
氏
の
下
邸
た
り
し
頃
は
、
地
内
に
観
音
堂

あ
り
て
、
堂
内
に
銅
像
を
安
置
し
、
毎
歳
七
月
十
日
は
四
時
六
千
日

と

τ、
堀
川
太
岩
寺
の
和
尚
来
て
施
餓
鬼
を
執
行
せ
し
か
芝
、
駿
藩

の
後
か
の
堂
宇
を
段
ち
た
り
。
右
銅
像
の
御
厨
子
に
左
の
如
く
記
載

あ
り
。

奉
a
窓
口
諦
安
座
-
十
一
面
大
悲
隼

傘
像
安
阿
踊
之
作

伏
翼
。
天
下
泰
平
。
岡
土
盤
館
。
君
臣
武
運
長
久
。
家
門
無
病
息
災
。

衆
怨
退
散
。
子
孫
築
祭
。
繭
誇
綿
延
o
火
盗
双
泊
。
諸
縁
吉
利
者
也
。

事
保
十
八
笑
丑
林
鋳
十
七
日

大

昔

主

馬

敬

白

家
停
に
云
ふ
。
此
の
悌
像
は
霊
験
い
ち
じ
る
し
く
、
そ
の
か
み
尻
地
な

る
裏
門
坂
よ
り
盗
人
入
っ
て
、
此
の
銅
像
を
盗
み
往
か
ん
と
せ
し
か

E
、
身
締
り
た
る
が
如
く
に
て
行
〈
事
時
は
や
、
遂
に
尻
地
の
か
げ

に
捨
て
行
き
た
り
と
。

A
A
よ
り
他
方
の
参
拝
を
禁
ぜ
り
と
云
ひ
停
へ

た
り
と
ぞ
。

五

町

圃圃圃-

O
安

藤

俗
に
ア
ン
ド
シ
町
と
呼
ぺ
り
。
此
の
町
は
、
大
量
目
下
邸
の
隣
地
に

τ、

7
a
T
グ
t

石
引
町
の
小
路
た
り
。
延
賃
金
楓
仲
間
に
、
明
奥
足
極
組
地
の
由
記
載

す
。
三
州
志
槌
議
徐
考
陀
一
言
ふ
。
今
金
滞
小
立
野
安
藤
町
は
、
安
藤

長
左
衛
門
第
宅
の
奮
地
と
一
宮
ふ
と
。
平
次
按
4
y
る
に
、
此
の
地
は
、

従
来
織
焔
組
の
経
卒
の
組
地
左
り
。
安
藤
氏
は
卸
ち
織
地
組
の
足
纏

頭
注
り
。
さ
れ
ば
組
子
の
者
と
共
に
此
の
地
に
居
住
せ
し
か
。
援
し

新
竪
附
の
後
回
町
杉
浦
町
も
経
卒
の
組
地
に

τ、
延
震
の
金
津
固
に
、

杉
浦
仁
右
衛
門
演
足
駆
と
記
載
あ
り
て
、
杉
浦
氏
の
組
足
幌
共
の
組

地
怠
る
に
よ
り
、
杉
浦
町
と
予
v
今
呼
ぺ
り
。
さ
れ
ば
安
藤
町
も
安
藤

氏
の
組
足
韓
共
の
組
地
た
る
故
に
、
安
藤
町
と
は
呼
ぺ
る
怠
る
ぺ

.
し
。
此
の
地
た
ど
に
、
い
に
し
へ
務
士
の
居
第
あ
る
べ
き
ょ
し
た
し
。

安
藤
氏
の
第
跡
と
い
ふ
は
過
聞
な
る
べ
く
、
訟
も
ふ
陀
昔
は
居
第
に

依
っ
て
町
名
と
注
す
も
の
皆
俗
名
を
以
て
呼
ぺ
り
。
所
謂
彦
三
町
・

宗
牟
町
・
宗
叔
町
或
は
出
mm
町
・
信
濃
町
の
類
是
也
。
杉
浦
町
の
例
に

て
見
れ
ば
、
組
地
は
共
の
頭
の
苗
字
を
以
て
呼
ぴ
た
り
け
ん
。

。
安
藤
長
左
衛
門
偉
略

安
藤
氏
の
子
孫
金
揮
に
訟
を
ゆ
ゑ
、
共
の
履
歴
鮮
か
悲
ら
宇
。
三
蜜

記
等
を
考
ふ
る
に
、
中
納
言
利
常
卿
に
奉
仕
し
、
二
千
石
を
賜
は
り
、

織
地
足
騒
大
絡
を
命
ぜ
ら
れ
、
慶
長
十
九
年
大
坂
冬
陣
に
出
寧
す
。
元

和
元
・
二
年
の
士
艇
に
、
銀
地
頭
二
千
石
安
藤
長
左
衛
門
本
多
組
と
あ

り
。
三
州
志
鍵
義
飴
考
に
云
ふ
。
安
藤
長
左
衛
門
、
世
本
に
二
千
石
、

一
本
に
は
千
五
百
石
と
す
。
高
治
初
め
の
士
鰯
に
、
小
姓
衆
の
内
に

卸
ち
千
五
百
石
安
藤
長
左
衛
門
と
あ
り
。
今
江
戸
本
丸
御
留
守
居
番

二
百
俵
安
藤
長
左
衛
門
組
た
り
。
元
組
長
左
衛
門
は
、
金
津
一
向
宗

専
光
寺
の
檀
那
に
て
、
即
ち
同
寺
過
去
艇
に
あ
り
。
長
左
衛
門
の
子

長
兵
衛
の
時
浪
人
せ
る
か
、
同
寺
天
和
年
中
の
過
去
幌
長
兵
衛
屑
書

K
.
浪
人
と
あ
り
。
共
の
後
江
戸
へ
行
き
、
幕
府
の
旗
本
と
成
り
た

り
と
問
ゆ
。
長
左
衛
門
病
死
は
‘
寛
文
五
年
十
一
月
十
二
日
た
り
。

寛
政
十
二
年
江
戸
安
藤
氏
よ
り
聞
香
ま
で
間
合
あ
り
て
、
始
め
て
営

時
長
左
衛
門
の
子
孫
旗
本
に
あ
る
事
知
ら
れ
た
り
。
叉
寛
永
十
六
年

小
松
へ
・
引
越
す
緒
士
の
中
に
、
二
百
石
安
藤
助
左
衛
門
と
云
ふ
あ

り
。
長
左
衛
門
と
同
族
た
る
か
。
今
務
士
中
に
此
の
苗
字
た
し
と
い

へ
り
。
O
陸
虎
山
岩
倉
寺

此
の
寺
は
、
石
引
町
に
あ
り
て
、
民
言
宗
の
悌
剥
・
な
り
。
貞
享
二
年

金
揮
官
践
志
巻
丸

，‘r
ν
E
2
e
-
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の
由
来
書
に
一
京
ふ
。
開
阻
看
源
法
印
は
、
野
尻
大
納
言
の
末
葉
に

τ、

参
内
勅
兎
の
法
印
紛
皆
停
来
の
底
、
寧
保
十
六
年
の
焼
亡
に
焼
失

す
。
看
源
生
閣
は
出
雲
閣
仁
岡
郡
、
岩
倉
寺
の
住
職
中
、
留
串
執
行

と
し
て
高
野
山
花
住
山
す
。
出
雲
園
岩
倉
寺
の
本
隼
千
手
観
音
.
加

賀
固
有
線
の
由
頻
に
夢
想
あ
り
。
依
っ
て
看
源
本
傘
を
荷
負
し
、
高

野
山
よ
り
金
津
波
着
寺
の
開
砲
と
周
遊
し
、
慶
長
十
八
年
に
金
津
へ

罷
越
し
、
篠
原
出
初
町
山
間
如
見
と
云
ふ
人
の
屋
敷
を
寅
ひ
諦
け
、

本
多
元
組
安
易
守
等
の
助
力
に
依
っ
て
寺
建
立
、
微
妙
公
御
目
見
も

被
=
仰
付
一
正
・
五
・
九
月
の
御
祈
騰
も
被
v
命
た
り
。
然
る
に
寛
永
七
年

に
出
羽
川
町
の
寺
地
召
上
げ
ら
れ
、
替
地
と
し
て
石
引
町
の
今
の
寺
地

二
百
五
十
五
歩
拝
領
被
a
仰
付
一
此
の
地
へ
移
縛
建
立
、
寧
保
九
年
十

一
月
改
め
て
御
前
勝
所
に
命
ぜ
ら
れ
、
新
橋
料
と
し
て
米
拾
石
御

寄
附
、
御
目
見
寺
に
被
=
仰
付
-
と
云
々
。

O
岩
倉
寺
験
者
侮
鼠

享
保
年
中
所
=
筆
記
-
の
明
随
筆
K
-
E
ふ
。
金
海
中
町
に
仰
屋
彦
丞
と

や
ら
ん
い
へ
る
者
、
元
秘
凶
年
の
頃
煩
ひ
け
る
。
如
何
・
な
る
病
集
と

も
た
く
、
只
痩
せ
て
骨
と
皮
ば
か
り
に
成
り
ゆ
き
、
食
事
も
常
の
如

〈
、
別
に
病
気
の
品
は
知
れ
ざ
り
き
。
如
何
な
る
鍵
の
見
入
り
し
殿
、

五




